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9 【施工における　課題・問題点　等】

○本工事は河川内の堆積土を撤去する工事であった。掘削土は場外搬出する設計(計画)であった為、

　土砂運搬時における過積載対策、車両の運行状況把握 等の安全管理が課題となった。

10 【実　施　内　容】

○本工事の積込機械(BH)にペイロードメータ装着油圧ショベルを採用し、積載量の可視化とデータ化を

行った。

また、運行管理システム(smart construction fleet)を採用し車両の運行状況の把握を行った。

11 【実　施　結　果】

○ペイロードメータ搭載BHにて積込を行うことにより、各車両の最大積載量を上回る事なく

積込が可能となった。また、従来のアオリより平での積込方法に比べ積込土量のロスが軽減された。

また、運行管理ステムを用いる事により、車両の現在地及び走行状況がクラウド上で閲覧でき運行状況

の把握ができた。
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【実　施　内　容　等】

（様式―２）　　

積込状況

BH側積載量表示

DT運行管理システム装備


